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規格基準改正案 

( 下 線部改正 ) 
第 3  器具及び容器包装 

B  器具又は容器包装一般の 試験法 

次に示すもの 以外は，第 2 添加物の部 B  一般試験法の 項に示すものを 用 

いる。 規定の方法に 代わる方法で ，それが規定の 方法以上の精度のあ る場合は   

その方法を用いることができる。 ただしその結果について 疑いのあ る場合は   

規定の方法で 最終の判定を 行 う 。 

1 週マンガン 酸 カリウム消費量試験法 

過 マンガン 酸 カリウム消費量試験法は ，所定の方法によって 試料から水に 移 

行する物質中に 存在している 過 マンガン 酸 カリウムによって 酸化される物質の 

量を測定する 試験法であ る。 

操作法 

三角フラスコに 水 100 血 ，硫酸 (1  つ 3)5m1 及び 0 ． 002mol Ⅰ 1 通マンガン 酸 

カリウム溶液 5ml を入れ， 5 分間煮沸した 後，液を捨て 水で洗う。 この三角フ 

ラスコに試験溶液 100 血を採り，硫酸 (1 つ 3)5 血を加え，更に 0 ． 002mol/ 1 

週マンガン 酸 カリウム溶液 10 血を加え，加熱して 5 分間煮沸する。 次いで， 

加熱をやめ，直ちに 0 ・ 005mol Ⅰ 1 シュウ 酸 ナトリウム溶液 10 血を加えて脱色 

した後， 0 ， 002mol/1 過 マンガン 酸 カリウム溶液で 微 紅色が消えずに 残るまで 

滴定する。 

別に同様な方法で 空試験を行い ， 次弍 により 過 マンガン 酸 カリウム消費量を 

求める。 

過 マンガン 酸 カリウム消費量 (  100(@g/ml) 二 ((a  一 b)X  0 ・ 316  Ⅹ fX  l,000)/  

ただし， a: 本試験の 0 ・ 002mol/ Ⅰ 過 マンガン 酸 カリウム溶液の 滴定量 ( 血 ) 

b: 空 試験の 0 ・ 002mol/1 通マンガン 酸 カリウム溶液の 滴定量 ( 血 ) 

f: 0.002mol/1 通マンガン 酸 カリウム溶液のファクター 

3 原子 吸光 光度 法 

原子 吸光 光度 法は， 光が原子蒸気層を 通過するとき 基底状態の原子が 特有波 

長の光を吸収する 現象を利用し 試験溶液中の 被 検 元素量の濃度を 測定する方 

法であ る。 

装置 

通例，光源部，試料原子化部，分光部，測光部及び 表示記録部からなる。 光 

源部 には中空陰極ランプを 用いる。 試料原子化部はフレーム 方式でほバーナー 
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及びガス流量調節 器 ，電気加熱方式は 電気加熱炉及び 電源部からなる。 分光部 

にほ回折格子又は 干渉フィルターを 用いる。 測光部は検出器及び 信号処理系か 

らなる。 表示記録部にほディスプレイ   記録装置等があ る。 

標準溶液 

別段の規定があ るもののほか ， 被検 元素に対応する 標準溶液を用いろ。 

操作法 

別に規定するもののほか ，次のいずれかを 用いる。 

(1) フレーム方式 光源ランプ ( 被検 元素に対応した 中空陰極ランプを 用い 

る 。 ) を 点灯させ，分光器を 被 検 元素に対応する 分析波長に合わせる。 適当な 

電流 値と スリット幅に 設定し，ガス ( アセチレンガス 又は水素を用いる。 ) に 点 

大 した後，ガス 及び圧縮空気の 流量を調節し 溶媒をフレーム 中に噴霧して ゼ 

口合わせを行 う 。 次に試験溶液又は 被 検 元素の標準溶液をフレーム 中に噴霧 し， 

その 吸 光度を測定する。 

(2) 電気加熱方式 光源ランプ ( 按検元素に対応した 中空陰極ランプを 用 い 

る 。 ) を 点灯させ，分光器を 被 検 元素に対応する 分析波長に合わせた 後，適当 

な 電流 値と スリット幅に 設定する。 次に試験溶液又は 被 検 元素の標準溶液の 一 

定量を電気加熱炉に 注入し，適当な 流量のフローガスを 流し，適当な 温度， 時 

間 ，加熱モードで 乾燥させ，応化させたのち 原子化きせ，その 吸 光度を測定す 

る 。 

吸 光度の測定において ，亜鉛は 213.9 皿 1, アンチモンは 217.6m1, カド ミウ 

ムは 228.8nm,  ゲルマニウムは 265.2 ㎝ 1,  鉛は 283.5nm,  バリウムは 553.6nm 

の 波長を用いる。 

試験溶液の吸光度は ， 被検 元素の標準溶液を 用いて試験溶液の 場合と同様に 

操作して得られた 吸 光度より大きくてはならない。 

4 重金属試験法 ( 追加 ) 

重金属試験法は   試料から溶出してくる 重金属の許容される 限度量を試験す 

る方法であ る。 この試験における 重金属とは，酸性において 硫化ナトリウム 試 

液 によって暗色を 呈する金属性物質をいい ，その量は， 鉛 (Pb) の量として表 

す。 

操作法 

試験溶液 20 血を比色 管 に採り水を加えて 50ml とする。 別に船標準溶液 ( 重 

金属試験用 ) 2 血を比色 管 に採り，浸出用 液 20 血及び水を加えて 50 血 とし， 

比較標準液とする。 両液に 硫化ナトリク ム試液 2 滴ずつを加えてよく 混和し ， 5 
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分間放置した 後， 両 管を白色を背景として 上方及び側方から 観察するとき ， 試 

験 溶液の呈する 色は 比較標準液の 呈する 色 より濃くてはならない。 ただし， 浸 

出門 液が 水の場合には ，試験溶液及び 鉛 標準溶液に 4% 酢酸 5 血 ずっ加えたの 

ち， 水を加えて 50 皿とする。 

5 蒸発残留 物 試験法   
蒸発残留 物 試験法は，所定の 方法によって 試料より浸出用 液に 移行する物質 

の量を測定する 試験であ る。 

操作法 

別段の規定があ るもののほか ，次の表の第 1 欄に掲げる食品と 接触して使用 

する器具又は 容器包装はそれぞれ 第 2 に 掲げる溶媒を 浸出用 液 として用いて 

作った試験溶液について ，次の試験を 行う。 

表 ( 別紙 1 参照 ) 

試験溶液 200 ～ 300m Ⅱ ヘ プタンを浸出用 液 とした場合は ，試験溶液 200 ～ 300m 

1 をナス 型 フラスコに移し 減圧濃縮して 数 ml としたその濃縮液及びその ブ ラ 

スコ を へ プタン約 5m1 ずつで 2 回洗った 洗液 ) を，あ らかじめ 105 。 で乾燥した 童 

量 既知の白金製，石英 製 又は耐熱ガラス 製の蒸発皿に 採り，水浴上で 蒸発乾固 

する。 次いで， 105 。 で 2 時間乾燥した 後，デシケータ 一中で放冷する。 冷 後， 

秤ひ、 。 量 して蒸発皿の 前後の重量 差 a(mg) を求め， 次式 により蒸発残留物の 量を 

求める。 

蒸発残留 物 ㎏五 %) 二 ((a 一 b)Xl,000)/ 試験溶液の採取量 (ml) 

ただし， b : 試験溶液と同量の 浸出用 液は ついて得た空試験 値 (mg) 

  6 添加 剤 試験法 

アンチモン ( 削除 ) 

クレゾールリン 酸エステル 

(1) 定性試験 

試験溶液及びクレゾールリン 酸エステル標準溶液をそれぞれユ 生上 ユ ず つ用 

いて，次の操作条件で 液体クロマトバラフイ ー を行い，試験溶液の 液体クロマ 

トバラムのピークの 検出時間とクレゾールリン 酸エステル標準溶液の 液体クロ 

マ トバラムのピークの 検出時間を比較する。 

操作条件 
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カ ラム充てん 剤 フェニ ル化 シリカゲルを 用いる。 

カラム管 内径 4.6m 血   長さ 250mmn のステンレス 管を用いる。 

カラム温度 50 。 

検出 器 紫 外部 吸光 光度計を用 い ，波長 264n 皿で操作する。 

移動 相 アセ ト ニトリル及び 水の混 液 (2:1) を用いる。 クレゾールリン 酸 ェ 

ステルが約 9 分で流出する 流速に調整する。 

(2) 定量試験 

(1) 定性試験において 試験溶液の液体クロマトバラムのピークの 検出時間が 

クレゾールリン 酸エステル標準溶液の 液体クロマトバラムのピークの 検出時間 

と一致するときは 次の試験を行 う 。 

㈲定性試験の 操作条件の下に 得られた試験結果を 基とし試験溶液中のク 
レゾールリン 酸エステルのピーク 面積を測定するとき ，その面積は ，クレ ゾ一 

ルリン酸エステル 標準溶液のピーク 面積より大きくてはならない。 

ゲルマニウム ( 削除 ) 

ジブチルスズ 化合物 

(1) 定性試験 

試験溶液及びジブチルスズ 標準溶液をそれぞれ 2 血 ずっ採り， 酢酸・酢酸 

ナトリウム緩衝液 5 血及びテトラ エ チルホウ酸ナトリウム 試液 1 田を加えて 

直ちに密栓 し ， 20 分間激しく振り 混ぜる。 これを室温で 約 1 時間議貴した 後， 

ヘキサン層を 分取する。 これらを 1    1 ずつ用いて，次の 操作条件でガスクロ 

マ トバラフィー・ 質量分析を行い ，試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 

検出時間とジブチルスズ 標準溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間を 

比較する。 

操作条件 

カ ラム 内径 0 ． 25mn, 長さ 30m のケイ 酸 ガラス製細管に   ガスクロマ トバ 

ラフィー 用 0 ～ 5% ジフェニルポリシロキサン 含有 ジ メチルポリシロキサンを 

0 ・ 25 u m の厚さでコーティンバしたもの。 

カラム温度 45 。 で 4 分間保持した 後， 毎分 15 。 で 昇 温し， 300 。 に到達 

後 10 分間保持する。 

試験溶液注入口温度 250 。 

検出 器 質量分析 計 を用 い ，質量数 263 で検出する。 

キャリヤーガス ヘリウムを用いる。 ジブチルスズ 誘導体が約 13 分で流出 

する流速に調節する。 
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(2) 定量試験 

(1) 定性試験において 試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間と 

ジブチルスズ 標準溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間が一致すると 

きは，次の試験を 行 う 。 

㏄定性試験の 操作条件の下に 得られた試験結果を 基とし試験溶液中の ジ 

プ チ ル スズのピーク 面積を測定するとき ，その面積は ，ジブチルスズ 標準溶液 

のピーク面積より 大きくてはならない。 

6  ポーラログラ 方法 ( 削除 ) 

7 ヒ素試験法 ( 追加 ) 

ヒ素試験法は、 試料中に混在するヒ 素の許容される 限度量を試験する 方法で 

あ る。 その量は、 三酸化 二ひ 素の量として 表す。 

装置 

概略は図による。 ( 別紙 2 参照 ) 

A : 発生繭 ( 肩までの容量約 70 血 ) 

B : 排気管 

C : ガラス 管 ( 内径 5.6mm, 吸収 管 に入れる部分は 先端を内径 lmm  に引き 

伸ばす。 ) 

D : 吸収 管 ( 内径 l0nlIn) 

E : /h 、 手し 

F : ガラス繊維 ( 約 0 ． 2% 

G  : 5 ㎞の 標線 

H 及び J : ゴム 栓 

L  : 40 血の標 線 

排気管 B に約 30mmn の高さにガラス 繊維 F を詰め，酢酸鉛毒液及び 水の等 容 

量混液で 均等に潤した 後，下端から 弱く吸引して ，過量の液を 除く。 これを ゴ 

ム栓 H の中心に垂直に 差し込み ， B の下部の小乱 E は下にわずかに 突きで るよ 

う にして発生 瓶 A に付ける。 B の上端にはガラス 管 C を垂直に固定したゴム 栓 

J を付ける。 C の排気管側の 下端はゴム 栓 J の下端と同一平面とする。 

操作法 

試験溶液を発生繭に 入れ，ブロモフェノールブルー 試液 1 滴を加え，アンモ 

  5  - 



  

二ア水 又はアンモニア 試液で 中和する。 ただし浸出用 液が 水の場合には 中和 

の 操作は省略できる。 この溶液に塩酸 (1 つ 2)5 血及びょう 化 カリ クム試液 5 血 

を 加え ， 2 ～ 3 分間放置した 後，塩化スズ ( Ⅱ ) 諸敬 5 血を加えて室温で 10 

分間放置する。 次に水を加えて 40ml とし，亜鉛 ( ヒ素試験用 ) 29 を加え ，直 

ちに B 及び C を連結したゴム 栓 H を発生 瓶 に付ける。 C の細管部の端 は あ ら 

かじめ ヒ化 水素吸収 液 5m1 を入れた吸収 管 D の底に達する よう にしておく。 

次に発生 瓶は 25 。 の水中に肩まで 浸し 1 時間放置する。 吸収 皆 をほずし， 

必要があ ればピリジンを 加えて 5 皿とし，吸収液の 色を観察するとき ， この色 

は， 次の標準 色 よりも濃くない。 

標準色の調製は ，試験溶液と 同量の浸出用 液と ヒ素標準溶液 2.0 血を発生 瓶 

に 入れ，以下試験溶液と 同様に操作して 得た吸収液の 呈色を標準 色 とする。 

  8    モノマー試験 

エピ クロル ヒ ドリン 

(1) 定性試験 

試験溶液及 びェピ クロル ヒ ドリン標準溶液をそれぞれ 5 円 1 ず つ 用いて次の 

操作条件でガスクロマトバラフィーを 行い，試験溶液のガスクロマトバラムの 

ピークの検出時間と ェピ クロル ヒ ドリン標準溶液のガスクロマトバラムの ェヒ 。 

クロル ヒ ドリンのピークの 検出時間を比較する。 

操作条件 

カ ラム 内径 0 ． 53mmn, 長さ 30m のケイ 酸 ガラス製細管に ，ガスクロマ トバ 

ラフ イ 一月ポリエチレングリコールを 1 % m の厚さでコーテインバしたもの。 

カ ラム温度 50 。 で 5 分間保持した 後， 毎分 10 。 で 昇 温し， 100 。 とする。 

試験溶液注入口温度 220 。 

検出 器 水素袋イオン 化検出器を用いる。 220 。 付近で操作する。 水素及び 

空気量は検出感度が 最高となるよ う に調節する。 

キャリヤーガス 窒素または へ リウムを用いる。 エピ クロル ヒ ドリンが約 7 

公 で流出する流量に 調節する。 

(2) 定量試験 

(1) 定性試験において 試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間と 

ェピ クロル ヒ ドリン標準溶液のガスクロマトバラムの ェピ クロル ヒ ドリンの ヒ 。 

一クの 検出時間が一致するときは ，次の試験を 行 う 。 

㈹定性試験の 操作条件の下に 得られた試験結果を 基とし，試験溶液中の ェ 

ピ クロル ヒ ドリンのピーク 面積を測定するとき ，その面積は ，ェピ クロル ヒド 

リン標準溶液のピーク 面積よりも大きくてはならない。 
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塩化ビニリデン 

(1) 定性試験 

塩化ビニリデン 標準溶液はその 50    l を N-N- ジ メチルア セト アミド 2.5 皿 

を 入れたバイアルに 加え直ちにセプタ ム で密封する。 次いで，試験溶液と 標準 

溶液を密封したバイアルを 90 。 に保ちながら 時々振り混ぜて 1 時間加熱し 

それぞれのバイアルの 気相 0 ， 5 皿 ずっを用いて 次の操作条件でガスクロマ トバ 

ラフィーを行い ，試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間と塩化ビ 

ニリデン標準溶液のガスクロマトバラムの 塩化ビニリデンのピークの 検出時間 

を 比較する。 

操作条件 

カラム 内径 0 ． 25 皿 n, 長さ 25m のケイ 酸 ガラス製細管に ，ガスクロマ トバ 一 
ティン グ したものを用いる。 

カ ラム温度 80 。 で 1 分間保持した 後， 毎分 10 。 で 昇 温し， 250 。 に到達 

後 10 分間保持する。 

試験溶液注入口温度 200 。 

検出 器 水素 炎 イオン化検出器を 用いる。 四姉 三 付近で操作する。 水素及び 

空気量は検出感度が 最高となるよさに 調節する。 

キャリヤーガス 窒素または へ リウムを用いる。 塩化ビニリデンが 約 9 分で 

流出する流速に 調節する。 

(2) 定量試験 

(1) 定性試験において 試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間と 

塩化ビニリデン 標準溶液のガスクロマトバラムの 塩化ビニリデンのピークの 検 

出時間が一致するときは ，次の試験を 行 う 。 

(lU 定性試験の操作条件の 下に得られた 試験結果を基とし ，試験溶液中の 塩 

化ビニリデンのピーク 面積を測定するとき ，その面積は ，塩化ビニリデン 標準 

溶液のピーク 面積よりも大きくてはならない。 

塩化ビニル 

(1) 定性試験 

"""" 蝉畦坐 u" 。 u 二回 w" 二 % 地圧 " 
れたバ イアル に加え直ちにセプタ ム で密封する。 次いで，試験溶液と 標準溶液 

を 密封したバイアルを 90 。 に保ちながら 時々振り混ぜてⅠ時間加熱し ，それ 

ぞれのバイアルの 気相 0 ． 5 冊ずっを用いて 次の操作条件でガスクロマトバラフ 
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イー を行い，試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間と塩化ビニル 

標準溶液のガスクロマトバラムの 塩化ビニルのピークの 検出時間を比較する。 

ただし，金属缶の 試験においては ，バイアルに エ タノール 10 血を入れ，塩化 

ビニル標準溶液 50 n l を加えて直ちにセプタ ム で密封する。 次いで，試験 溶 

液と 標準溶液を密封したバイアルを 50 。 に保ちながら 時々振り混ぜて 30 分間 

加熱する。 

操作条件 

カ ラム 内径 0 ． 25mm, 長さ 25m のケイ 酸 ガラス製細管に ，ガスクロマ トバ 

ラフィー 用 スチレン・ ジ ビニルベンゼン 系 多孔 桂樹脂を 3 が m の厚さで コ一 

ティン グ したものを用いる。 

カ ラム温度 80 。 で 1 分間保持した 後， 毎分 10 。 で 昇 温し， 250 。 に到達 

後 10 分間保持する。 

試験溶液注入口温度 200 。 

検出 器 水素夫イオン 化検出 器 を用いろ。 250 。 付近で操作する。 水素及び 

空気量は検出感度が 最高となるよ う に調節する。 

キャリヤーガス 窒素または へ リウムを用いる。 塩化ビニルが 約 5 分で流出 

する流速に調節する。 

(2) 定量試験 

(1) 定性試験において 試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間と 

塩化ビニル標準溶液のガスクロマトバラムの 塩化ビニルのピークの 検出時間が 

一致するときは ，次の試験を 行 う 。 

(1) 定性試験の操作条件の 下に得られた 試験結果を基とし ，試験溶液中の 塩 

化 ビニルのピーク 面積を測定するとき ，その面積は ，塩化ビニル 標準溶液の ピ 

一ク 面積より大きくてはならない。 

カプロラクタム 

㈹定性試験 

試験溶液及びカプロラクタム 標準溶液をそれぞれ 111 ユ ず つ 用いて，次の 

操作条件でガスクロマトバラフィーを 行い，試験溶液のガスクロマトバラムの 

ピークの検出時間とカプロラクタム 標準溶液のガスクロマトバラムのカプロラ 

クタム のピークの検出時間を 比較する。 

操ィ 信条イ生 

カ ラム 内径 0.32 血 n, 長さ 30m のケイ 酸 ガラス製細管に ，ガスクロマ トバ 

ラフィー 用ジ メチルポリシロキサンを 5 ば m の厚さでコーティンバしたもの 

を 用いる。 
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カ ラム温度 240 。 

試験溶液注入口温度 240 。 

検出 器 水素 炎 イオン化検出器を 用いる。 四生 二 付近で操作する。 水素及び 

空気量は検出感度が 最高となるよさに 調節する。 

キャリヤーガス 窒素または へ リウムを用いる。 カプロラクタムが 約 5 分で 

流出する流速に 調節する。 

(2) 定量試験 

(1) 定性試験において 試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間と 

カプロラクタム 標準溶液のガスクロマトバラムのカプロラクタムのピークの 検 

出時間が一致するときは ，次の試験を 行 う 。 

(1) 定性試験の操作条件の 下に得られた 試験結果を基とし 試験溶液中の 力 

プロラクタムのピーク 面積を測定するとき ，その面積は ，カプロラクタム 標準 

溶液のピーク 面積よりも大きくてはならない。 

揮発性物質 

(1) 検量 線の作製 

100ml のメスフラスコにテトラ ヒ ドロフラン約 90 血を入れ，スチレン ， ト 

ル ユ ノ ，エチルベンゼン ，イソプロピルベンゼン 及びプロピルベンゼンそれぞ 

れ 約 50mg を精密に採り ，テトラ ヒ ドロフランを 加えて 1OOml とする。 この溶液 1, 

2, 3, 4 及び 5m1 を採り，それぞれ 20ml のメスフラスコに 入れ，それぞれに ジェ 

チルベンゼン 試液 lml を加えた後テトラ ヒ ドロフランを 加えて 20ml とし これ 

を 標準溶液とする。 標準溶液をそれぞれエュ i ユ ず つ 用いて， 次の操作条件で ガ 

スクロマトバラフィーを 行 い， 得られたガスクロマトバラムからスチレン ， ト 

ルェン ，エチルベンゼン ，イソプロピルベンゼン 及びプロピルベンゼンの ビ一 

ク 面積と ジエ チルベンゼンのピーク 面積との比を 求め，それぞれの 検量 線を作 

成する。   
操作条件 

カ ラム 内径 0 ． 25mmn, 長さ 30m のケイ 酸 ガラス製細管に ，ガスクロマ トバ 

ラフィー 用 ポリェチレングリコールを 0 ・ 5 % m の厚さでコーティンバしたもの 

を 用いる。 

カ ラム温度 60 。 から毎分 4 。 で 昇 温して 100 。 とし，更に毎分 10 。 で 昇 

温して 150 。 とする。 

試験溶液注入口温度 220 。 

検出 器 水素 炎 イオン化検出器を 用いる。 220 。 付近で操作する。 水素及び 
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空気量は検出感度が 最高となるよさに 調節する。 

キャリヤーガス 窒素または へ リウムを用いる。 ジエ チルベンゼンが 約 11 

分 で流出する流速に 調節する。 

(2) 試験 

試験溶液む旦を 用いて (1) 検量 線の作製の場合と 同様の操作条件によりガス 

クロマトバラフィーを 行い ， 得られたガスクロマトバラムから 各ピーク面積と 

ジエ チルベンゼンのピーク 面積との比を 求める。 それぞれの 検量 線を用いて ス 

チレン， トルエン，エチルベンゼン ，イソプロピルベンゼン 及びプロピルベン 

ゼ ノ の各含量を求め ， 次式 により各成分の 濃度を求める。 

濃度 ( 且且 29) 二成分の含量 ( は 9)/ 試料の重量 (9) 

ジフェニルカーボ ネ、 一ト 

㈲定性試験 

次の操作条件で 液体クロマトバラフィーを 行い，試験溶液の 液体クロマ トバ 

ラムのピークの 検出時間とジフェニルカーボネートの 液体クロマトバラムの ピ 

一クの 検出時間を比較する。 

操作条件 

カ ラム充てん 剤 オクタデシルシリル 化 シリカゲルを 用いる。 

カ ラム管 内径 4.6 ㎜ ， 長さ 250 ㎜のステンレス 管を用いる。 

カ ラム温度 40 。 

検出 器 案外部 吸光 光度計を用いる。 波長 217m で操作する。 

移動 相 A  アセト ニトリル B  水 

濃度勾配 A : B(3 : 7) から (100 : 0) までの直線濃度勾配を 35 分間行った後， 

アセト ニトリルを 10 分間遠 被 する。 

(2) 定量試験 

(1) 定性試験において 試験溶液の液体クロマトバラムのピークの 検出時間と 

、 ジフェニルカーボネ 一 トの 液体クロマトバラムのピークの 検出時間が一致する 

ときは，次の 試験を行 う 。 

㈲定性試験の 操作条件の下に 得られた試験結果を 基とし，試験溶液中の ジ 

フェニルカーボ ネ、 一トは ついてピーク 高法 又はピーク面積 法 により定量を 行 

スノ 

フェノール ( ミ % 三ヵ ロ ) 

試験溶液 20 ㎡を採り，ホウ 酸緩衝液 3 血を加えてよく 振り混ぜた後， 4- ア 
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ミノアンチピリン 試液 5 ㎡及び へキサシ アノ 鉄 (f) 酸 カリウム 試液 2,5 血を 

加え ， 更に水を加えて 100ml としよく振り 混ぜて室温で 10 分間放置する。 

別にフェノール 標準溶液 20 血を採り同様に 操作する。 波長 510ml で 吸 光度を 

測定するとき ，試験溶液の 吸光度はフェノール 標準溶液の吸光度より 大きくて 

はならない。 

メタクリル酸メチル 

  

㈲定性試験 

試験溶液及びメタクリル 酸メチル標準溶液をそれぞれ コ むず つ 用いて， 次 

の 操作条件でガスクロマトバラフィーを 行い，試験溶液のガスクロマトバラム 

の ピークの検出時間とメタクリル 酸メチル標準溶液のガスクロマトバラムの メ 

タクリル 酸 メチルのピークの 検出時間を比較する。 

操作条件 

カ ラム 内径 0 ． 32mm, 長さ 30m のケイ 酸 ガラス製細管に ，ガスクロマ トバ 

ラフィー 用ジ メチルポリシロキサンを 5 u m の厚さでコーティンバしたもの 

を 用いる。 

カ ラム温度 120 。 で 1 分間保持した 後， 毎分 5 。 で 昇 温して 170 。 とする。 

試験溶液注入口温度 200 。 

検出岩 水素袋イオン 化検出 器 を用いる。 四立 二 付近で操作する。 水素及び 

空気量は検出感度が 最高となるとうに 調節する。 
キャリヤーガス 窒素または へ リウムを用いる。 メタクリル酸メチルが 約 4 

～ 5 分で流出する 流速に調節する。 

(2) 定量試験 

(1) 定性試験において 試験溶液のガスクロマトバラムのピークの 検出時間と 

メタクリル酸メチル 標準溶液のガス ク ト グ ラ ム のメタクリル 酸メチルの ピ 

一クの 検出時間が一致するときは ，次の試験を 行 う 。 

(1) 定性試験の操作条件の 下に得られた 試験結果を基とし ，試験溶液中の メ 

タクリル 酸 メチルのピーク 面積を測定するとき ，その直積 は メタクリル酸 メ 

チル標準溶液のピーク 面積よりも大きくてはならない。 

9  誘導結合プラズマ 発光強度測定法 ( 追加 ) 

誘導結合プラズマ 発光強度測定法は ，試料中に含まれる 被検 元素を，誘導 結 

合 プラズマ (I CP) により原子化し ，励起しこれらにより 得られた原子 発 

光 スペクトル線の 発光強度から 被検 元素量 ( 濃度 ) を測定する方法であ る。 
装置 
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通例，励起源部，試料導入部，発光部，分光部，測光部及び 表示記録部から 

なる。 励起源部は，試料を 励起させ，発光きせるための 電気 ェ ネルギーを供給 

し 制御する電源，制御系及び 回路からなり ，付属としてガス 供給源や冷却装置 

を 含む。 試料導入部はネブライザー 及び噴霧室からなる。 発光部は ， ト一 チ管 

及び高周波誘導コイル 等からなる。 分光部は集光計，回折格子等の 分光器から 

なる。 測光部は検出器及び 信号処理系からなる。 表示記録部には ，ディスプレ 

イ ，記録装置等があ る。 方式として，波長走査型分光器を 用いる単元素逐次分 

析 方式，波長走査型分光器を 用いる多元素逐次分析方式及び 波長固定型のポリ 

ク ロメーターを 用いる多元素同時分析方式があ る。 

標準溶液 

別段の規定があ るもののほかは ， 被検 元素の標準溶液を 用いる。 

操作法 

常時通電されている 部分に異常がないことを 確認、 した後，励起源部及び 冷却 

装置の電源スイッチを 入れる。 真空型分光器を 用いて真空柴舟域の 発光線を測 

足 する場合には ，発光部と分光器の 間の光軸をアルゴン 又は窒素で十分に 置換 

しておく。 アルゴン又は 窒素を所定の 流量に設定し 高周波電源を 入れ，プラ 

ズマ を点灯する。 水銀ランプの 発光線を用いて 分光器の波長校正を 行 う 。 別に 

規定する方法で 調製した試験溶液を 導入し，適当な 発光スペクトル 線の発光 強 

度を測定する。 

試験溶液の発光強度は ， 被検 元素の標準溶液を 用いて同様に 操作して得られ 

た 発光強度より 大きくてはならない。 

10 溶出試験における 試験溶液の調製法   
特に定める場合以外は ， 次の方法により 試験溶液を調製する。 

試料を水でよく 洗い，指定された 浸出用液を用いて 次のように操作して 作る。 

試料の表面積 lcm, ほ つき 2m1 の割合の浸出用 液を 60 。 に 加 温して用い， 60 。 

に 保ちながら 30 分間放置する。 ただし使用温度が 100 。 を超える試料であ っ 

て水 又は 4% 酢酸を浸出用 液 とする場合にあ っては 95 。 に保ちながら 30 分間， 

ヘ プタンを浸出用 液 とする場合にあ っては 25 。 に保ちながら 1 時間放置する。 

C  試薬， 試液等 

次に示すもの 以外は ， 第 2 添加物の部 C  試薬・ 試液 等の項に示すものを 

用いる。 

なお， 日本工業規格番号を 記載し，特級， ひ素 分析用等と記載したものは ， 

それぞれ日本工業規格試薬の 特級， ひ素 分析用等の規格に 適合するものであ る 

ことを示す。 
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